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編
集
後
記

　
本
号
は
、
義
塾
法
律
科
の
第
一
回
卒
業
生
に
し
て
な
が
ら
く
法
学
部
教
授
で

あ
ら
れ
た
故
神
戸
寅
次
郎
先
生
の
生
誕
百
年
を
記
念
し
た
特
別
号
で
あ
る
。

　
神
戸
先
生
の
生
年
に
つ
い
て
は
、
塾
内
保
存
記
録
に
も
、
元
治
元
年
、
慶
応

元
年
、
慶
応
三
年
な
ど
の
諸
説
が
あ
る
が
、
人
事
部
所
蔵
の
人
事
力
i
ド
に
は

「
元
治
元
年
十
二
月
二
十
七
日
」
と
あ
る
の
で
．
　
一
応
こ
れ
を
正
確
な
も
の
と

す
る
と
、
旧
暦
を
新
暦
に
換
算
し
て
、
昭
和
四
十
年
一
月
二
十
四
日
が
満
百
年

目
に
該
当
す
る
。
本
年
初
頭
、
編
集
委
員
会
は
、
こ
の
日
の
到
来
を
記
念
し
、

先
生
の
功
績
を
偲
ん
で
特
別
号
発
行
の
計
画
を
た
て
、
先
生
の
直
弟
子
に
あ
た

る
小
池
隆
一
教
授
は
じ
め
部
内
の
民
法
専
攻
者
に
、
編
集
の
具
体
的
プ
ラ
ン
を

依
嘱
し
た
と
こ
ろ
、
早
速
そ
の
快
諾
を
得
、
民
法
専
攻
者
全
員
八
名
が
、
か
つ

て
神
戸
先
生
が
珠
玉
の
名
篇
と
し
て
学
界
に
発
表
さ
れ
た
民
法
学
の
諸
問
題
を

そ
れ
ぞ
れ
分
担
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
論
考
が
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
が
決
定
し

た
．
そ
し
て
、
こ
こ
に
予
定
通
り
八
編
の
論
文
を
あ
つ
め
、
編
集
を
終
つ
た
．

　
こ
れ
ま
で
、
神
戸
先
生
は
、
明
治
中
期
以
降
、
大
正
時
代
に
か
け
て
わ
が
民

法
学
界
の
主
流
を
な
し
た
独
法
系
の
概
念
法
学
の
一
巨
匠
と
し
て
評
価
さ
れ
て

き
た
。
し
か
し
、
最
近
、
内
池
慶
四
郎
助
教
授
の
研
究
に
よ
り
、
先
生
の
学
説

は
、
民
法
典
の
沿
革
的
解
釈
を
重
視
し
た
独
自
の
傾
向
を
も
つ
も
の
で
あ
り
、

そ
れ
を
概
念
法
学
の
わ
く
内
に
位
置
づ
け
る
こ
と
は
、
か
な
ら
ず
し
も
妥
当
で

な
い
と
す
る
異
説
が
提
唱
さ
れ
は
じ
め
て
い
る
。
先
生
逝
き
て
こ
こ
に
二
十
有

　
　
　
編
　
集
　
後
　
記

五
年
、
先
生
の
学
説
が
、
塾
内
新
進
民
法
学
者
に
よ
つ
て
、
全
く
あ
た
ら
し
い

視
野
か
ら
考
察
さ
れ
は
じ
め
た
こ
と
は
、
宴
に
意
義
ふ
か
い
こ
と
で
あ
り
．
わ

れ
わ
れ
は
、
今
後
の
研
究
の
展
開
に
注
目
し
た
い
。

　
先
生
が
逝
去
さ
れ
た
当
時
の
わ
が
法
学
部
は
、
法
律
学
科
と
政
治
学
科
を
合

せ
、
教
授
二
二
名
、
助
手
二
名
（
専
任
者
の
み
）
、
大
学
院
生
八
名
、
学
部
生
一
、

〇
四
五
名
（
一
、
二
．
三
学
年
）
、
別
に
予
科
生
一
．
二
五
二
名
（
一
、
二
、
三
学

年
）
の
陣
容
で
あ
つ
た
が
（
昭
和
十
四
年
四
月
現
在
）
、
現
在
は
、
法
律
学
科
、
政

治
学
科
並
び
に
教
養
課
目
関
係
を
合
せ
て
、
名
誉
教
授
一
名
、
教
授
四
七
名
、

助
教
授
三
三
名
、
専
任
講
師
二
二
名
、
助
手
一
九
名
（
専
任
者
の
み
）
の
大
世

帯
と
な
り
、
学
生
数
も
、
学
部
生
六
、
四
二
一
名
（
一
、
二
、
三
、
四
学
年
）
、
大

学
院
（
民
事
、
公
法
、
政
治
学
各
専
攻
）
修
士
課
程
七
五
名
、
博
士
課
程
二
三
名

（
昭
和
三
十
九
年
八
月
現
在
）
の
多
数
に
達
し
、
こ
の
二
十
五
年
間
の
歳
月
は
、

わ
が
法
学
部
の
面
目
を
一
新
、
質
量
共
に
飛
躍
的
成
長
を
と
げ
た
の
で
あ
る
。

神
戸
先
生
が
、
も
し
も
こ
の
状
況
を
み
ら
れ
た
な
ら
ば
、
ど
ん
な
に
か
驚
喜
さ

れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
は
、
今
日
、
こ
の
盛
況
を
み
る
に
つ
け
、
わ

が
法
学
部
の
礎
を
き
ず
か
れ
た
神
戸
先
生
に
対
し
、
敬
慕
の
情
、
な
お
一
層
切

な
る
を
覚
え
る
。

　
神
戸
先
生
生
誕
百
年
に
際
し
．
わ
れ
わ
れ
は
特
別
号
一
編
を
、
謹
ん
で
先
生

の
霊
前
に
捧
げ
、
以
て
報
恩
の
意
を
表
す
る
と
共
に
、
わ
が
学
部
将
来
の
発
展

を
こ
こ
に
か
た
く
か
た
く
誓
う
次
第
で
あ
る
。

　
　
昭
和
三
十
九
年
十
月
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
編
集
委
員
会

二
六
五

（
二
六
五
）


